
例）ダイヤモンドを評価する

色（カラー）
無色透明、ほぼ無色
、かすかな黄色等の
性質を評価

透明度（クラリティ）
傷やインクルージョン（内包
物）の大きさ・位置・数を目
で見て評価

炭素○○グラムという定量指標のみ
ではダイヤモンドと炭（グラファイト）
は同じ評価

研磨（カット）
カットに対する定性的
評価

重さ（カラット）
重量を定量評価。1カラット
は0.2グラム

炭素がダイヤモンド結合をしている
という定性的評価をすることでダイ
ヤモンドとしての評価軸となる

ダイヤモンド原石

宝石としてのダイヤモンド
への将来を見越した専門
的な評価

その他、
専門的科学知識により
・メタンガス、二酸化炭素
・お酒（アルコール）

等もダイヤモンドの原料として評
価が可能となる。

定量的指標のみに偏重しない多様な評価軸による評価の必要性について（１）
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定量的指標のみに偏重しない多様な評価軸による評価の必要性について（２）

光通信レーザー用
ダイヤモンド放熱材（ヒートシンク）

評価軸
高い熱伝導率
等

評価軸
高い耐電圧等

ダイヤモンドパワー半導体

ダイヤモンドコーティング工具

評価軸
固さ
密着性等

評価軸
超伝導性等

ホウ素ドープによる
ダイヤモンド超伝導体

評価軸

長い量子情報保持
時間等

ダイヤモンドによる量子ビット

ダイヤモンドによるバイオセンサ

評価軸
生体適合性等

バ
イ
オ
セ
ン
サ

切削工具
ダイヤモンド電子エミッタ

電子源

評価軸
低い電子親和力等

目標（アウトカム）によって
評価軸も多様なものとなる

ダイヤモンドの
科学技術応用

長距離光通信の安定化

室温量子コンピュータの実現

電界放出ディスプレイ
超硬合金等の加工

新規超伝導体の発見
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課題解決・貢
献型の目標

ﾊｲﾘｽｸ･ﾊｲﾘ
ﾀｰﾝへ挑戦
型の目標

達成型
の目標

評
価
軸
Ａ

成果・取組の科学的意義
（独創性、革新性、先導
性、発展性等)が十分に
大きなものであるか

成果・取組が期待
された時期に適切
な形で創出・実施
されているか

革新的技術シーズを事業
化へ繋ぐ成果の橋渡し、
成果の社会実装に至る取
組が十分であるか

成果・取組が技術的
課題その他に大きな
インパクトをもたらす
可能性があるものか

挑戦の結果失敗したとしても、
予期せざる波及効果等があ
るか、失敗を次に生かすた
めの方策が図られているか

研究開発の体制・実施
方策が妥当であるか

期待される成果・取組がコス
ト・リスクに見合っているか

成果・取組が国の方
針や社会のニーズと
適合しているか

成果・取組が国際
的な水準等に照ら
して十分大きな意
義があるものか

定
量
的
観
点

定
性
的
観
点

定
性
的
観
点

定
量
的
観
点

定
量
的
観
点

定
性
的
観
点

・性能基準
・達成時期

・技術水準

･資材の高騰

・新素材の出現

・論文被引用度

・著名誌掲載数

･国際動向

・研究者・
支援者数

・受託研究金額

・人材交流数

・研究開発費
自己負担率

・特許出願件数

･社会の評判

･政策的観点
からの評価

･評価時点で
の国際水準

・共同研究件数

･効果的な橋
渡しの工夫

･具体的な取組
事例

・社会的価値

・将来的価値 ･具体的な
ｲﾝﾊﾟｸﾄ

･独創性・革新性

･失敗の原因分析

･予期せざる成果

・投入コスト

・経済波及効果

･社会的価値

･国際的意義

･人材獲得・
育成戦略

･連携･協力
戦略

・諸政策課題指
標（ｴﾈﾙｷﾞｰ､
環境､健康･･･)

研究開発に係る事務及び事業に関する目標・評価軸・指標のイメージ（例）
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